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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドット毎にＲＧＢ表示を行い１画素を形成して画像表示を行うカラーフィルタと、
　前記カラーフィルタの表面側に間隔を置いて、各ドットの隣接部分の間に配置し、光を
透過しない物質からなる視差バリヤと、
　前記カラーフィルタの裏面側に配置し、液晶に与える電圧の制御を行うＴＦＴと、
　前記視差バリヤにより生じる複数の画面表示において、各画面表示に異なった表示特性
を与える手段とを備えた複数画面表示用液晶表示装置において、
　前記各画面表示に異なった表示特性を与える手段は、前記ＴＦＴの裏面側において、カ
ラーフィルタの各ドットに対応して、外光の一部を反射する半透過反射部と透過部とを交
互に配置した半透過反射層を備え、前記半透過反射層の裏面側にバックライトを配置した
ものであることを特徴とする複数画面表示用液晶表示装置。　
【請求項２】
　前記カラーフィルタと視差バリヤを配置する視差バリヤ層との間に、偏光板を配置した
ことを特徴とする請求項１に記載の複数画面表示用液晶表示装置。
【請求項３】
　前記半透過反射層とバックライトとの間に偏光板を配置したことを特徴とする請求項１
に記載の複数画面表示用液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、１つの液晶表示装置であって、これを見る方向によって異なった複数の画面
を表示することができるようにした、複数画面表示用液晶表示装置に関し、特に見る方向
の特性に応じて各画面の表示特性を変更することができるようにした複数画面表示用液晶
表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置（ＬＣＤ：Liquid Crystal Display）は極めて広範な分野に用いられてお
り、各用途に特有の問題を解決するため、また新たな機能を付加するため、種々の液晶表
示装置が市販され、また研究されている。このような液晶表示装置において、近年は１つ
の液晶表示装置で２つの異なった画面を表示するための研究開発が進められ、既に実用化
もなされている。この複数画面表示用液晶表示装置の特性を利用すると、車両用ナビゲー
ション装置のモニタとして特に有効に利用することができる。
【０００３】
　即ち、例えば図２に示すように、車両の運転者の前方における車両の略中央部にセンタ
ーモニタ１１が配置されているとき、このモニタには従来よりナビゲーション用の画面が
表示され、運転に支障のない車両停止時にはテレビやＤＶＤ等をこのモニタで見ることが
できるようにしている。しかしながら、この車両の助手席に搭乗者が存在し、搭乗者が現
在放送中のテレビや、車両に搭載しているＤＶＤの視聴を希望することがあり、そのよう
なときにでも従来のナビゲーション装置では車両の走行中にはこれらの視聴を行うことが
できなかった。
【０００４】
　そこで、上記のような複数画面表示用液晶表示装置１ ０ を用い、モニタ画面に向かっ
て右側に位置する運転席側に向けて運転席用ナビゲーション画面を表示し、モニタ画面
に向かって左側に位置する助手席側に向けて助手席用テレビ映像を表示することがで
き、車両が走行中でも助手席搭乗者は自由にセンターモニタ１ １ に表示されるテレビ、
ＤＶ Ｄ 等の各種映像を楽しむことができるようになる。また、車両の停止中には運転者
側画面に助手席側画面と同様に各種の映像を表示することもできる。その際には、助手席
側とは異なった映像を表示することも可能となる。
【０００５】
　このような複数画面表示用液晶表示装置は例えば図３に示すような構造をなしている。
即ち図３にはバックライト１６を用いた透過型の複数画面表示用液晶表示装置１５の例を
示しており、同図の例においてはＴＦＴ１７で１ドット毎のオンオフを行い、オンとなっ
たドットにバックライト３６から光が透過可能となり、ＴＦＴ１７の表面に形成したカラ
ーフィルタ１８に対応した色が表現可能となる。
【０００６】
　一方、この複数画面表示用液晶表示装置１５の表面側には前記ドットに対応して配置さ
れた視差バリヤ２１を配置している視差バリヤ層２０を備えており、その裏側には偏光板
１９を備えている。この視差バリヤ２１は光を遮る物質で形成されており、それにより前
記ＴＦＴ１７からカラーフィルター１８における、例えば図中「右Ｇ」として示されたカ
ラーフィルタ部分を透過した光において、偏光板３８で偏光される所定の角度の左右の光
のうち、図中右方向の光は図中中央に位置している視差バリヤ２１によって遮光され、表
面から出ることができない。それに対して図中左方向の光はいずれの視差バリヤ４１にも
遮光されることはなく、図中「右Ｇ」として示されるように、画面に向かって右側に位置
する運転席に向けて運転席用ナビ画像のための緑のドットを表示する。
【０００７】
　同様に、バックライト１６からカラーフィルタ１８における図中「左Ｂ」として示され
たカラーフィルタ部分を透過した光は、図中左側への光は左端の視差バリヤ２１で遮光さ
れ、図中右側への光はいずれの視差バリヤでも遮光されることはないので、「左Ｂ」とし
て示されるように、画面に向かって左側に位置する助手席に向けてＴＶ映像のためのブル
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ーのドットを表示する。
【０００８】
　図３においてカラーフィルタ１８における他のドットも同様に作用することにより、右
ＲＧＢとして１単位からなる１画素が運転席用ナビ映像として表示され、同様に左ＲＧＢ
として１画素が助手席用ＴＶ映像として表示される。このような画素が水平方向に走査さ
れ、縦方向にも走査されることによって、運転者には運転席用ナビゲーション映像しか見
ることができず、そのときに助手席側では助手席用ＴＶ映像を楽しむことができるように
なる。
【０００９】
　また、上記のような従来の複数画面表示用液晶表示装置においては、左用のＲＧＢおよ
び右用のＲＧＢ共に同じ特性のものを用いており、カラーフィルタの輝度および色純度は
全て同じものを用いていた。
【００１０】
　なお、１つのモニタにそれぞれ異なった複数の映像を表示することができるようにした
液晶表示装置は、例えば特開２００４－２３３８１６号公報に開示されている。
【特許文献１】特開２００４－２３３８１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　上記のような複数画面表示用液晶表示装置を車両用ナビゲーション装置として用いると
き、運転者には運転席用ナビゲーション画像しか見ることができず、そのときに助手席側
では助手席用ＴＶ映像を楽しむことができるようになるものであるが、図３に示すような
裏面側のバックライトが液晶等を透過して表面側から出る画像を表示する透過型の液晶表
示装置においては、色再現性やコントラストなどの画質の点で優れている。しかしながら
、太陽光下など、外光の強い場所で使用した場合には、例えば図４（ｂ）のように全体が
白っぽくなって視認性が低下し、表示が見にくくなる、という特性がある。
【００１２】
　それに対して、バックライトを用いることなく、液晶表示装置の表面側から内部に入射
する外光を液晶表示装置の内部で反射させ、その反射光を用いて画像を表示する反射型の
液晶表示装置も用いられている。このような反射型の液晶表示装置は消費電力が少なく、
明るい屋外では透過型よりは見やすい特徴があるが、色再現性やコントラストなどの画質
の点で透過型より悪く、特に暗いところでは表示できないという問題がある。
【００１３】
　そのため、両者の特長を生かすために半透過型の液晶表示装置が広く利用されている。
これは、液晶パネルの裏にマジックミラーのような素材を挟んで半反射を行うことにより
半透過型とし、明るいところでは外光を反射して反射型と同様に明るい表示を行い、暗い
ところではバックライトの光により透過型として明るく表示することができるようになる
。したがってこのような半透過型の液晶表示装置では、直射日光下でも図４ （ ａ ） の
ように明瞭に映像表示を行うことができる。
【００１４】
　しかしながら、上記のような半透過型の液晶表示装置においては、図面には色調を表示
しにくいため図示していないが、直射日光が当たらない通常の使用時には透過型ＬＣＤで
は適切な色再現性が得られるのに対して、半透過型ＬＣＤでは色再現性が乏しいという問
題があった。
【００１５】
　車両用ナビゲーション装置の表示に際しては、色再現性よりも直射日光下で表示が見に
くくなることの方が利用者にとって大きな問題となるため、この液晶表示装置が複数画面
表示用液晶表示装置として用いるときには、この液晶表示装置を半透過型にすることが好
ましい。しかしながらそのときに助手席側で表示される映像はテレビやＤＶＤ等の映像を
見ることが多いため、一時的に直射日光下で見にくいことがあっても、通常使用時におい
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て半透過型のような色再現性の悪いものは好ましくなく、したがって透過型が好ましいこ
ととなる。
【００１６】
　このように、車両用モニタのための液晶表示装置においては、特に運転席側でナビゲー
ション装置の案内表示を利用し、助手席側ではテレビやＤＶＤ等の映像を主として見ると
いう特徴があるので、それに対応して透過型と半透過型にして利用することが望まれる。
それに対して、従来から提案されている複数画面表示用液晶表示装置は主として透過型が
提案されており、少なくとも両方の画面表示について透過型と半透過型とを分けて用いる
ことは考えられていなかった。
【００１７】
　一方、液晶表示装置においてカラーフィルタの重要な特性として色純度の設定があり、
色純度の設定に応じて例えば図８に白黒画面で簡略表示するように、色純度を高く設定す
ると（ａ）のように色再現性は向上するが視認性が低下し、色純度を低く設定すると（ｂ
）のように視認性は向上するが色再現性は低下する、という特性を持っている。
【００１８】
　それに対して、上記のように従来の複数画面表示用液晶表示装置においては、左用のＲ
ＧＢおよび右用のＲＧＢ共に同じ特性のものを用いており、カラーフィルタの輝度および
色純度は全て同じものを用いていたため、前記カラーフィルタの特性として色純度を向上
させると輝度が低下し、輝度を向上させると色純度が低下して色再現性が悪くなり、この
モニタの使用の態様によって特定の適切な設定を行うこととなる。
【００１９】
　そのため、例えばこのカラーフィルタを前記のようなナビゲーション装置の表示モニタ
にとして用いるときには、この表示モニタでテレビやＤＶＤを視聴することを考慮して、
全て色純度の高いカラーフィルタを採用すると、例えば車両走行時に運転席側でナビゲー
ション装置の地図や案内画面を表示し、助手席側でテレビやＤＶＤを視聴するときにおい
て、助手席側では色再現性の良いきれいな画面を見ることができるものの、運転席側で見
るナビゲーション装置の案内画面等は輝度が低下することにより暗く見にくい画面となら
ざるを得ない。逆にナビゲーション装置の案内画面の見やすさが重要であるとして、全て
のカラーフィルタの輝度を高く設定すると、助手席側で見るテレビやＤＶＤ等の画面が色
再現性が悪い白けた画面にならざるを得ない。
【００２０】
　前記のように半透過型と透過型ＬＣＤの選択、或いはカラーフィルタの色純度の選択を
いずれかに設定すると、片側では適切でも他側では不適切となる態様は、前記のような車
両用の液晶表示装置に限らず、例えば商品説明販売用のモニタとして、片側は商品の色彩
豊かな映像を消費者に表示し、他側は販売員の説明文用の視認性の良い画像を表示すると
きのように、今後この種の複数画面表示用液晶表示装置が適用される種々の場面で上記の
ような問題を生じることが考えられる。
【００２１】
　したがって本発明は、１つの液晶表示装置でこれを見る方向によって異なった複数の画
面を表示することができる複数画面表示用液晶表示装置において、各画面表示に異なった
表示特性を与えることができるようにし、それにより片方の画面は色再現性の良い画像を
表示し、他側では視認性の良い画像を表示することができる複数画面表示用液晶表示装置
を提供することを主たる目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　本発明に係る複数画面表示用液晶表示装置は、前記課題を解決するため、ドット毎にＲ
ＧＢ表示を行い１画素を形成して画像表示を行うカラーフィルタと、前記カラーフィルタ
の表面側に間隔を置いて、各ドットの隣接部分の間に配置し、光を透過しない物質からな
る視差バリヤと、前記カラーフィルタの裏面側に配置し、液晶に与える電圧の制御を行う
ＴＦＴと、前記視差バリヤにより生じる複数の画面表示において、各画面表示に異なった
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表示特性を与える手段とを備えた複数画面表示用液晶表示装置において、前記各画面表示
に異なった表示特性を与える手段は、前記ＴＦＴの裏面側において、カラーフィルタの各
ドットに対応して、外光の一部を反射する半透過反射部と透過部とを交互に配置した半透
過反射層を備え、前記半透過反射層の裏面側にバックライトを配置したものであることを
特徴とする。
【００２５】
　また、本発明に係る他の複数画面表示用液晶表示装置は、前記複数画面表示用液晶表示
装置において、前記カラーフィルタと視差バリヤを配置する視差バリヤ層との間に、偏光
板を配置したことを特徴とする。
【００２６】
　また、本発明に係る他の複数画面表示用液晶表示装置は、前記複数画面表示用液晶表示
装置において、前記半透過反射層とバックライトとの間に偏光板を配置したことを特徴と
する。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明は上記のように構成したので、１つの液晶表示装置でこれを見る方向によって複
数の画面を表示することができる複数画面表示用液晶表示装置において、片方の画面は色
再現性の良い画面を表示しながら、他方の画面では視認性の良い画面を表示することがで
きるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　本発明は、１つの液晶表示装置でこれを見る方向によって複数の画面を表示することが
できる複数画面表示用液晶表示装置において、片方の画面は色再現性の良い画面を表示し
ながら、他方の画面では視認性の良い画面を表示することができるようにするという目的
を、ドット毎にＲＧＢ表示を行い１画素を形成して画像表示を行うカラーフィルタと、前
記カラーフィルタの表面側に間隔を置いて、各ドットの隣接部分の間に配置し、光を透過
しない物質からなる視差バリヤと、前記カラーフィルタの裏面側に配置し、液晶に与える
電圧の制御を行うＴＦＴと、前記視差バリヤにより生じる複数の画面表示において、各画
面表示に異なった表示特性を与える手段とから構成することによって実現した。
【実施例１】
【００３０】
　本発明による複数画面表示用液晶表示装置の第１実施例を図１に基づいて説明する。図
１に示す複数画面表示用液晶表示装置１の例においては本発明における片方の画面は色再
現性の良い画面を表示しながら、他方の画面では視認性の良い画面を表示することができ
るようにするという課題を、片方の画面では色再現性の良い透過型液晶表示装置とし、他
方の画面は直射日光下でも明瞭に表示できる半透過型液晶表示装置とする例を示しており
、（ａ）の横断面図において、液晶表示装置の背面に位置するバックライト２から順に、
偏光板３、半透過反射層４、ＴＦＴ５、カラーフィルタ６、偏光板７、視差バリヤ層８、
視差バリヤ９を備えた視差バリヤ層８から構成される。
【００３１】
　これらの各層において、カラーフィルタ６は前記図３に示す例と同様に、図中左側から
ドット単位毎にＲ、Ｇ、Ｂが順に形成され、視差バリヤ９はカラーフィルタ６の各ドット
の間に、同図（ａ）（ｂ）に示すように配置され、それによりカラーフィルタ６はこの視
差バリヤ９によって順に右、左用のカラーフィルタとなる。
【００３２】
　したがってカラーフィルタ６は図中左から、モニタに向かって右側に位置する運転席側
のための赤表示用ドットである「右Ｒ」、次いでモニタに向かって左側に位置する助手席
側のための緑表示用ドットである「左Ｇ」、以下同様に右側ブルー表示用ドットの「右Ｂ
」、左側赤表示用ドットの「左Ｒ」、右側緑表示用ドットの「右Ｇ」、左側ブルー表示用
ドットの「左Ｂ」、右側赤表示用ドットの「右Ｒ」、左側緑表示用ドットの「左Ｇ」・・
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・の順に並ぶこととなる。
【００３３】
　前記カラーフィルタ６が視差バリヤ９の作用によって右側用と左側用とが順に並ぶのに
対応して、半透過反射層４についても、各右側用ドット毎に半透過反射部と、反射層が形
成されない透過部とが交互に位置している。それにより、図１（ｂ）の平面図に示される
ように、右側用ドットに全て反射層が形成され、左側用ドットには反射層が形成されない
こととなる。なお、上記のような半透過ＬＣＤと透過ＬＣＤとを１枚のＬＣＤに実現する
手法は、既に公知の種々の手法を採用することができる。
【００３４】
　上記構成からなる複数画面表示用液晶表示装置において、最初バックライト２を用いた
液晶表示装置の作用について説明すると、前記図３に述べたものとほぼ同様の作用を行い
、ＴＦＴ５で１ドット毎のオンオフを行い、オンとなったドットにバックライト２から光
が透過可能となり、ＴＦＴ５の表面に形成したカラーフィルタ６に対応した色が表われる
。このときには液晶表示装置周囲が比較的暗く、カラーフィルタ６を通る光は主として半
透過反射部を透過し、或いはこの半透過反射部が存在しない透過部を通過したバックライ
ト２の光が用いられる。
【００３５】
　この複数画面表示用液晶表示装置１の表面側には前記ドットの間に対応して配置される
視差バリヤ９として示しているように、図中ｂ１～ｂ５の視差バリヤが視差バリヤ層８内
に形成される。その裏面側には偏光板７を備えている。この視差バリヤ９は光を遮る物質
で形成されており、それにより前記ＴＦＴ５からカラーフィルタ６における例えば図中「
右Ｒ」として示されたカラーフィルタ部分を透過した光において、偏光板で偏光される所
定の角度の左右の光のうち、図中右方向の光は図中視差バリヤｂ１によって遮光され、表
面から出ることができない。それに対して図中左方向への光はいずれの視差バリヤ９にも
遮光されることはなく、図中「右Ｒ」として示されるように、画面に向かって右側に位置
する運転席に向けて運転席用ナビ画像のための緑のドットを表示する。
【００３６】
　同様に、バックライト２からカラーフィルタ６における前記「右Ｒ」に隣接する「左Ｇ
」として示されたカラーフィルタ部分を透過した光は、図中左側への光は視差バリヤｂ１
で遮光され、図中右側への光はいずれの視差バリヤでも遮光されることはなく、「左Ｇ」
として示されるように、画面に向かって左側に位置する助手席に向けてＴＶ映像のための
ブルーのドットを表示する。
【００３７】
　図１においてカラーフィルタ６における他のドットも同様に作用することにより、透過
光による右ＲＧＢとしての１単位からなる１画素が運転席用ナビ映像として表示される。
また、同様に左ＲＧＢとしての１画素が助手席用ＴＶ映像として表示される。このような
画素が水平方向に走査され、縦方向にも走査されることによって、運転者には運転席用ナ
ビゲーション画像しか見ることができず、そのときに助手席側では助手席用ＴＶ映像を楽
しむことができるようになる。　　
【００３８】
　一方、この液晶表示装置の周囲が明るいときには、カラーフィルタ６の図中左端に位置
する「右Ｒ」部分に破線で示しているように、外光が液晶表示装置の表面側から視差バリ
ヤ層８、偏光板７、カラーフィルタ６、ＴＦＴ５を通過して半透過反射層４の表面で反射
する。その反射光は前記とは逆を順に通り、右側赤表示用である「右Ｒ」部分のカラーフ
ィルタ６を通って液晶表示装置の外に外光反射光として出る。その光は図中反射光の（右
Ｒ）として示しているように、運転席側に対してカーナビゲーション表示用画像の赤の１
ドットを反射光によって表示する。
【００３９】
　それに対して、前記カラーフィルタ６の「右Ｒ」の隣に位置する「左Ｇ」の裏面に位置
する半透過反射層４は、その部分に反射部が存在しない透過部となっているので、この透
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過部を通ってカラーフィルタの「左Ｇ」を通るバックライトの光は、前記バックライトを
用いた表示の作用と同様の作用によって、「左Ｇ」として助手席側のテレビやＤＶＤの映
像のための緑の１ドットとして表示される。このとき、助手席側からの外光はカラーフィ
ルタの「左Ｇ」の背面に反射部が存在しないので、反射光による表示はなされない。
【００４０】
　また、カラーフィルタ６における次のドットである「右Ｂ」の部分では、前記「右Ｒ」
の作用と同様に作用し、外光が半透過反射層４における半透過反射部で反射され、その反
射光が「右Ｂ」を通ることにより図中反射光の（右Ｂ）として示しているように、運転席
側のテレビやＤＶＤの青の１ドットとして表示される。同様に、カラーフィルタの「左Ｒ
」はバックライト光による助手席側の赤の１ドットとなる。カラーフィルタ６の次の「右
Ｇ」部分では、外光を半透過反射層４の反射部で反射し、運転席側のカーナビゲーション
の緑の１ドットして表示される。
【００４１】
　その結果、運転席側にカーナビゲーションの表示を行うとき、周囲が明るいときには外
光の反射光によって１ ドットずつ「右Ｒ 」「右Ｂ 」「右Ｇ 」が表示されることとなり
、「右Ｒ Ｇ Ｂ 」として１ 画素が表示される。それにより、バックライトによる透過型
液晶表示では、直射日光下では図４ （ ｂ ） に示すように視認性が悪くなるが、本発明
においてはこのとき半透過型として作用し、図４ （ ａ ） に示すように視認性良く表示
することができる。また、直射日光を受けなくなったときには、自動的に再びバックライ
トによる表示が行われ、色の再現性の良いきれいなナビゲーション画面を表示することが
できる。
　 

【００４２】
　このとき、助手席側に表示するテレビやＤＶＤ等の映像は、常に透過型の液晶表示を行
うことにより、直射日光下で一時的に視認性が悪くなっても、その他の時には常に色の再
現性の良いきれいな映像を表示することができるようになる。
【実施例２】
【００４３】
　前記実施例においては、本発明における片方の画面は色再現性の良い画面を表示しなが
ら、他方の画面では視認性の良い画面を表示することができるようにするという課題を、
片方の画面では色再現性の良い透過型液晶表示装置とし、他方の画面は直射日光下でも明
瞭に表示できる半透過型液晶表示装置とする例を示したものであるが、その他例えば図５
に示すように、カラーフィルタの色純度の設定によっても実施することができる。
【００４４】
　即ち図５（ａ）の例においては、前記図３に示す従来の複数画面表示用液晶表示装置に
おけるカラーフィルタ部分について、１ドット毎に右画面用と左画面用とを交互に配置し
、前記視差バリアによって左右異なる画面を表示するに際して、図示するように「右Ｒ」
「右Ｂ」「右Ｇ」によって右画面用の１画素［右ＲＧＢ］を構成し、同様に「左Ｒ」「左
Ｂ」「右Ｇ」によって左画面用に１画素［左ＲＧＢ］を構成する。これらがそれぞれ集合
して画面を構成する点は前記実施例１と同様であり、本実施例ではこのとき右画面と左画
面のカラーフィルタの色純度を異ならせる。
【００４５】
　即ち、例えば右画面用の各画素のカラーフィルタは、運転席用のナビゲーション装置の
画面表示に適するように輝度を重視して色純度を下げることにより、図５（ｂ）のように
色再現性は低下しても視認性を良好にする。また、左画面用の各画素のカラーフィルタは
同図（ｃ）のように、助手席用のＴＶやＤＶＤの画像表示に適するようにするため、色再
現性を向上させるために色純度を上げて輝度を下げる。このように本実施例のカラーフィ
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ルタは、各ドットに対応して、色純度の異なる２種類の特性のカラーフィルタを交互に配
置することによって各画面表示に異なった表示特性を与える。
【００４６】
　カラーフィルタの色純度および輝度特性は図６に示すように国際色空間規格で表される
が、色調グラフの中心部は輝度が大きいため色調が低下し色純度が低下するのに対して、
色調グラフの周辺部は色純度が向上し輝度は低下する特性を備えており、ここで運転席用
の画像を表示するカラーフィルタは、色調グラフ中破線で示すように輝度の高い領域に設
定し、視認性を向上させる。また、助手席用の画像を表示するカラーフィルタは、色調グ
ラフ中実線で示すように輝度の低い領域に設定し、色純度を向上させる。このような設定
は任意に行うことができ、したがって必要に応じて適切な色純度の領域を設定することに
より、左右のそれぞれの画面において、所望の特性の画面表示を行うことができる。
【００４７】
　上記のような特性は例えば図７に示すグラフに示すように、カラーフィルタの輝度の特
性設定を、画面に向かって右側における運転席に対して指向性を有し、その方向で特に高
輝度になるように設定を行う。逆に画面に向かって左側における助手席に対して指向性を
有し、その方向においても輝度は前記運転席側よりは低くなるように設定する。
【００４８】
　なお、この実施例は片方の画面は色再現性の良い画面を表示しながら、他方の画面では
視認性の良い画面を表示することを、カラーフィルタの色純度の設定によってのみ行った
例を示したが、その他、前記実施例１における片方の画面では色再現性の良い透過型液晶
表示装置とし、他方の画面は直射日光下でも明瞭に表示できる半透過型液晶表示装置とす
る実施例とを組み合わせて用いることができ、その際には運転席側は半透過型とするとと
もに、カラーフィルタの色純度を上げ、助手席側は透過型とするとともにカラーフィルタ
の輝度を高くし色純度を低下させる。それにより、より効果的な画面表示を行うことがで
きる。
【産業上の利用可能性】
【００４９】
　上記実施例においては本発明による複数画面表示用液晶表示装置を車両用のモニタに搭
載し、運転席側にナビゲーション装置の画像を、助手席側にテレビやＤＶＤの映像を表示
する例を示したが、その外、１つの液晶表示装置で複数の画面表示を行うとき、一方では
視認性を重視し、他方では色再現性を重視する各種の分野において、同様にして利用する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の第１実施例による複数画面表示用液晶表示装置を車両に適用した例を示
す図であり（ａ）は横断面図、（ｂ）は平面図である。
【図２】１つの液晶表示装置で複数画面を表示する例を示す図である。
【図３】従来の透過型液晶表示装置を用いた複数画面表示用液晶表示装置の例を示す図で
ある。
【図４】バックライトを用いた直射日光下での液晶表示装置の表示例を示す図であり、（
ａ）は半透過ＬＣＤの表示例であり、（ｂ）は透過ＬＣＤの表示例である。
【図５】本発明の第２実施例による複数画面表示用液晶表示装置を車両に適用した例を示
す図である。
【図６】国際色調空間規格における本発明の設定例を示す図である。
【図７】カラーフィルタの輝度特性の設定例を示す図である。
【図８】カラーフィルタの色純度設定特性の例を示す図である。
【符号の説明】
【００５１】
　１　複数画面表示用液晶表示装置
　２　バックライト　
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　３　偏光板
　４　半透過反射層
　５　ＴＦＴ
　６　カラーフィルタ
　７　偏光板
　８　視差バリヤ層
　９　視差バリヤ

【図１】 【図２】
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